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令 和 ８ 年 ８ 月 ７ 日 

国土技術政策総合研究所 

 

国総研研究報告第 77 号 

「2024 年能登半島地震津波における飯田港の短周期波

の再現：分散性評価および数値モデル選定の重要性」を 

刊行します 
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2024年能登半島地震津波で飯田港に到来した短周期波について、複数の断層モ

デルと分散性の異なる数値計算を用い、その生成・伝播過程を検証しました。その

結果、短周期波がソリトン分裂による波状段波として説明できること、ならびに大

水深域での分散性が短周期波の到達時刻や波峰位置の再現に重要であることを示し

ました。本研究報告は、波状段波の発生条件や伝播特性を理解し、耐津波設計にお

ける数値計算手法を検討するための基礎的な知見をまとめたものです。 
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